










1.はじめに

我国新生児医療の進歩は,地域における新生児医療センターのこれら新生児の集中的管理

によりなされた。更に最近は,ハイリスク児出生の可能性のあるハイリスク妊婦を出産前

に医療センターに紹介,ないし担送する傾向にある。

これらの傾向と共にハイリスク妊婦を多数管理している大学病院において,最近はリスク

児の出産が増加している。最近の乳児健診,事後措置の研究などよりも,大学病院や医療セ

ンターで扱われている障害児が意外と多く,これら小児の早期療育が乳健システムより非

常な問題となっている。我々はこのことを解明するため,過去 10 年間に慈恵医大小児科新

生児室に入院した新生児について退院後の経過観察を含めて調査した。


